
平成28年４月１日現在
耐震化率　　 　１００．０％

Ｉｓ値 補強工事

２次診断結果→補強後 実施年度

（北側校舎） Ｓ４１．３

普通教室棟 Ｓ４２．３

（南側校舎） Ｓ４２．７

管理教室棟 Ｓ４２．３
西側渡り廊下 Ｓ４２．３ 0.70以上 補強不要

北側体育館 Ｓ４３．２ 0.30→0.76 Ｈ２７補強完了

Ｓ４６．３

Ｓ４６．５

管理特別教室棟 Ｓ４７．６ 0.40→0.88 Ｈ２３補強完了

第１体育館 Ｓ５９．３ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

北側校舎 Ｓ６０．３ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

第２体育館 Ｓ６１．１１ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

Ｓ５３．３

Ｓ５３．７
体育館 Ｓ５３．３ 0.91 補強不要

普通教室棟 Ｓ５３．７ 0.91 補強不要

給食棟 Ｓ５３．７ 0.60→0.72 Ｈ２３補強完了

特別教室棟 Ｓ５６．３ 0.90 補強不要

教室棟 Ｓ５６．３ 0.74 補強不要

管理棟 Ｓ５６．１１ 0.79 補強不要

体育館 Ｓ５６．１１ 0.18→0.74 Ｈ２４補強完了

ランチルーム Ｓ５６．１１ 1.29 補強不要

管理特別棟 Ｓ３３．６ 0.29→0.72 Ｈ２２補強完了

教室棟中校舎 Ｓ３４．３ 0.54→0.76 Ｈ２２補強完了

教室棟南校舎 Ｓ５８．３ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

第２体育館 Ｓ６０．３ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

給食室等棟 Ｓ６２．１２ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

生徒玄関 Ｓ６２．１２ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

第１体育館 Ｈ１．１１ 新耐震基準Ｓ５６年６月以降建築物のため対象外

管理棟等 Ｓ５５．３

普通教室棟 Ｓ５５．３

総合学習 Ｓ５５．３

校庭前教室棟 Ｓ５５．１２
体育館 Ｓ５５．１０ 0.2→0.77 Ｈ２４補強完了

※Iｓ値（構造耐震指標）
　国土交通省の基準では、０．６未満の建物は「震度６強の地震で崩壊、倒壊する危険性が
　ある」とされ、０．３未満なら「危険性が高い」とされる。
　地震の際、学校は避難所になることから、文部科学省は学校の建物について０．７以上の
　Ｉｓ値を求めている。

0.32→0.71 Ｈ１４補強完了

特別教室管理棟 0.92 補強不要

小中学校耐震化実施状況

学校名 施設略称 建築年月

辰野西小

0.29→0.75 Ｈ２１補強完了

辰野東小

南側校舎 0.32→0.76 Ｈ２１補強完了

辰野南小

川島小

辰野中

両小野小
0.86 補強不要


